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上越教育大学構内における非繁殖期の鳥類相

一多雪地域において積雪が鳥類群集に与える影響一

岡徹＊・中村雅彦

上越教育大学生物学教室動物生態学研究室.〒943-8512新潟県上越市山屋敷町１番地

はじめに

北陸地方を'''心とした'1本海側の地域は，洲暖な対馬海流と大陸からの寒気の吹き出しに

よって，冬1ﾘlに多髄の'１;が降ることが知られている．なかでも新潟Ｉ'Ⅷ部に位慨するｌ越地

城は，世界打数の豪'蒲地域としてｲi名であり，例年１１１から２月の厳冬期には地|倉のほとん

どが枝雪深１～２ｍの‘:'『におおわれ，多雪の年には３ｍ以上に達することもある（たとえば

1986年２１１には324ｃｍ，，細'1測候所盗料)．砿'11は，IMil体のﾉk存率の低ド（Balenl980)，採

食部位の変更（中村1970)，食性の変化（松岡1977,Matsuoka＆Kojimal979)．個体数の

減少（金子1981,松岡1984）あるいは一時的な｣剛Ⅱ（I|'村1967)､越冬地の分ｲlｉ（Jenni

l987)。繁航遅延（Ｍor(0,1978,Clarke＆Johnson1992,Ｐｌ･op＆deVl･iesl993）などＭ１Iの越

冬生態や繁殖生態に様々な影響を１J､える．しかしながら，｜越地域のような豪諏地域では砿

'･I洲の野外Ｉ淵在が困難なために、砿'：I;が鳥類聯集の極組成や杵聴鳥瓶の11IIil休数に'j,える影稗

についてはほとんどI淵ffi§されていない．そこで水研究は．多''１地域に位|i'‘Iiする_'二越牧行大学

において独'ｲ『前の９ｊlから厳冬期の２１１までの極組成と佃体数の季節変化を調べることによ

り．破雪が烏瓶群集にIj､える影騨をlﾘlらかにすることを||的とした．

調査地および調査方法

調査は，新潟県上越Iliの北|ﾉliに位|『‘ける上越教ff大学櫛lﾉ､Ｉ（３７．０８，Ｎ，１３８．１４，Ｅ，標問

15～25ｍ）で行なった．上越教育入学は春IIlllllI麓の|棚〔方向に広がる緩やかな丘陵地帯

にあり。椛内（356,131,2）の約60％は二次林によってIIiめられている．林内にはクヌギ

QZIe'℃"sacZzif商s”zα，コナラＱ､Scγ7“αなどの蒋唯広葉樹．アカマツＰｊ""sqIg'2s胡0ｍ・スギ

cﾉ”わ〃zg"αね'0'zjcaといった常緑針染樹が催Iliし．中ﾙﾘ部にはエゴノキ８秒ﾉ”ﾉ”O7zica，ウ

リハダカエデAceγγz戒"gγzﾉ８，ホオノキハ４ZzJq7I0"α060”ねがﾉk青している．低木としてヒメ
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アオキＡ"c"6α岬0"j”，ツツジ類RjIO”｡e"｡”"，ウルシ類Ｒｊｚ妬が多くみられる．林は建

造物や道路，グラウンドなどの裸地に囲まれ，一部が春日山山麓と連続している（環境の詳

細は，大腿・中村1996の図１を参照)．

非繁殖期を９～２月までとし，1992年９月～1997年２月までの５シーズン，鳥類相と各

種鳥類の個体数の季節変化を明らかにするため，以下の３種類の方法で調査を行なった．

1）ラインセンサス法

構内を一巡する周回コース（全長2.5kｍ）を設定し，左右それぞれ20ｍ，計40ｍ以内に

出現した種と個体数を記録した．このコースを，午前７～10時までの調査時間中に２回巡

回した．センサスは５シーズンに計５６日行なったが，ここでは毎月３日以上調査できた1996

年９月から1997年２月までのセンサスデータをもとに個体数を推定し，それ以外の年のデ

ータは確認できた種数を月ごとにまとめた．ラインセンサス法による個体数の推定値には，

各月６～10回のセンサス記録の平均値をもちいた．

2）定点観察法

大学構内にある弁天池には毎年９月から数種のカモ類が定着した．そこで池の全域を見渡

すことができる定点を１か所設定し，カモ類の種数，個体数をラインセンサス終了後の午前

10～１１時まで調べた．定点観察も５シーズンに計５６日行なったが，ここでは毎月３日以上

調査できた1996年９月から1997年２月までの定点観察データをもとに個体数を推定し，それ

以外の年のデータは確認できた種数を月ごとにまとめた．個体数の推定値には，各月６～１０

回の定点観察記録の平均値をもちいた．

3）捕盤法

鳴き声や姿で発見できない種を把握するため，午前７～11時のあいだ，構内の２地点（大

購・中村1996の図１参照）に長さ１２ｍのかすみ網を連続して５枚，地上から0.3～1.8ｍの

高さの範囲にはり，捕穫を行なった．柿捜した鳥類は，種名，性，捕礎時間および年齢を記

録し，右足に環境庁の番号入りの金属リングを装着した．ヒヨドリ，エナガ，ヤマガラ，シ

ジュウカラには金属リングだけでなく，個体識別ができるようにイギリスＡＣ,HUGHES社製

のプラスチック製カラーリングを両足に装着した．リングを装着した個体は，各穂測定を行

なった後，捕獲した場所で速やかに放鳥した．捕独調査は1992～1997年に計７３日行なっ

た．捕穫個体数は，２地点の結果を合計し，月ごとにまとめた．

ラインセンサス法，定点観察法，捕盤法とも，記録率に大きな差がでないよう雨天時や降

雪時の調査はさけた．

上越地域では，例年１１月下旬から雪が降り始めるため，積雪が種組成と個体数に与える

影響を月単位で分析するだけでは不十分である．そこで最も定期的に調査できた1996～1997

年の調査期間を穣雪の有無から積雪前期と積雪期に分けた．９月および１０月は，夏烏や冬

鳥の移動が観察されたため，また１１月は降雪前にすでに調査地から姿を消す種がいたため，

分析対象から除外した．調査期間における降雪は，1996年１１月３０日から1997年３月９日

までみられ，最深械雪は1997年２月１９日の108ｃｍであった（なお，1992～1993年の冬の
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最深械雪は1992年12月２５日の40ｃｍ，1993～1994年の冬は1994年２月１４日の72ｃｍ，１９９４

～1995年の冬は1995年２月７日の109ｃｍ，1995～1996年の冬は1996年２月３日の１１１

ｃｍ，高田測候所)．1996年１１月３０日から１２月９日まで一時的にまとまった雪が降ったが

(最深欄雪46ｃｍ)，1997年１月２０日まではほとんど雪は降らず，降っても根雪になることは

なかった．そこで，積雪前期の調査期間を1996年１２月２２日から1997年１月２８日とし，地

表が雪で完全におおわれた1997年２月１日から２月２５日を積雪期とした．積雪前期に４日（

８回)，積雪期に３日（６回）ラインセンサス法と定点観察法により出現した種と個体数を

記録した．出現した種に対し，発見できたセンサス回数を総センサス回数で割ることによっ

て，各種の出現率とした．

結果

1.構成種と種数の季節変化

ラインセンサス法，定点観察法および捕獲法により，調査期間中，合計28科67種の鳥類

を確認した（表１）．調査期間を通して毎月観察された種は，アオサギ，コガモ，トビ，キ

ジ，キジバト，アオゲラ，コゲラ，ハクセキレイ，ヒヨドリ，モズ，エナガ，ヤマガラ，シ

ジュウカラ，スズメ，ムクドリ，ハシボソガラス，ハシブトガラスの17種で，確認された全

種数の25.4％を占めた．オシドリ，ホシハジロ，ミサゴのように１か月しか観察されない種

や，ハイタカ，フクロウのように２か月観察されても連続した月に観察されなかった種および

毎年確認できなかった種を通過種とすると，通過種に該当する種数は27種となり，全極数

の40.3％を占めた（表１）．９月にはアマツバメ，ツバメ，メボソムシクイ，コサメビタキな

どの夏鳥も観察されたが，ツバメ以外はいずれも通過種であった（表１）．

表１のデータをもとに各月の出現極数をグラフ化すると，１０月に46種と最も多く，欄雪

期にあたる２月は33種と雌も少なかった（図１）．１０月はツグミ，カシラダカなどの冬鳥の

渡来や，コガラやヒガラなどの定着により種数は増加したが，１２月にかけて徐々に減少し

た．これは９月から継続的に観察されたコサギ，チョウゲンボウ，キセキレイ，ウグイス，

カワラヒワが降雪前の１２月までに調査地から消失したからである（表１）．１月には種数は

増加し，４３種となった（図１）．しかし，この哨加はダイサギ，ホシハジロ，ハイタカ，ハ

ヤブサ，キクイタダキ，ベニヒワ，シメなどの通過種が発見されたためである（表１）．２

月には弁天池で観察されたカイツブリ，マガモ，カルガモ，カワセミは，水面の凍結にとも

ない観察されなくなったが．コガモは池の周囲の枯れたアシ原の中で観察された．２月にはジ

ョウビタキ，メジロ，ホオジロも出現しなかった．

1996年９月から1997年２月までの６か月，ラインセンサス法と定点観察法により確認でき

た鳥類の種数は，２４科46種だった．諏数は，1992～1997年の調査結果と同様，１０月に増

加し，１２月に減少した後，１月に一時的に増加し，２月に最も少なくなった（図１）．５シ

ーズンの結果と比べて各月の種数が少ないのは，調査回数が５シーズンの総計に比べて少な

く，発見率の低い通過種を確認できなかったためと，捕盤法を併用しなかったからである．
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表１．上越教育大学において９月から２月に脱察された鳥餓のリスト．観察記録は1992年から1997年までの災計．
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ノゴマ，トラツグミ，マミチャジナイ，コジュリン，ノジコなどは，捕独法によって初めて

その存在が明らかになった極であり（表１），1996～1997年のラインセンサス法では発見で

きなかった．

５０

０ct．Nov．Dec・ Ｊａｎ･ Ｆｅｂ･Sep・

Ｍｏｎｔｈ

図１．種数の季節変化．●は1992～1997年にラインセンサス法，定点観察法および揃穫法により観

察された種数，○は1996～1997年にラインセンサス法と定点観察法により観察された械数．

Fig.１．Seasonalchangeinthenumberofspecies.●indicatesthenumberofspeciesobsewedbyline
censuses,nxed-pointobservationsandmistnetcapturefToml992tol997.○showsthenumberof

speciesobservedbylinecensuseshFoml996tol997．
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表２．各月の優占４穂．ランクｌは最優占郁．カモ噸のデータは除外した．

'１泡ｂｌｅ２・Fourdominantspeciesineachmonth・Ranklshowsthefimstdominantspecies・Dataon
waterfbwlwe正excludedfmmthisanalysis．
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Speciesmnk

3.捕獲個体

調査期間中，３０種489個体を捕狸した（表１）．調査年度や調査時期によって捕獲回数が

異なるため，捕獲個体数の正確な季節的変化はわからないが，最も捕獲個体数が多かったの

は１０月と１２月でそれぞれ221個体と９１個体であった（表１）．捕獲個体数は，アオジが最

も多く，121個体であった．しかし，放鳥後調査地に継続してとどまる個体は観察されなか

った．アオジはほかのホオジロ科鳥類と同様，１１月まで捕獲できたが，１２月以降は網にかか

る個体は少数だった．アオジに次いで，シジュウカラとヤマガラの捕獲個体数が多く，それ

ぞれ119個体と78個体だった（表１）．両極とも非繁殖期を通して捕獲できた．シジュウカラ

は1995年１２月２６日に一時的に降った大雪（欄雪深３５ｃｍ）の翌日に14個体，また１２月２９

日に８個体捕獲した．捕獲した個体は，すべて未標識で調査地内で以前に標識した個体は含

まれていなかった．これらの個体は，識別後調査地にとどまることなく，１月のセンサスでは

確認できなかった．同様に，1996年12月１日の一時的な大雪（積雪深４６ｃｍ）の後の1２月

４日にも未標識のシジュウカラが11個体補盤された．１日で10個体以上が捕獲された極は，

10月や11月のアオジや降雪後のシジュウカラだけで，ほかの種は１日に１～５羽程度（平均

±標準誤差＝3.6±0.1,Ｎ＝79）しか捕狸できなかった．

Month ２１ ３

2.個体数の季節変化

1996年９月から1997年２月までの調査期間にラインセンサス法と定点観察法によって推定

された総個体数は，１月に最も多く，欄当期の２月に最も少なかった（図２)．これは，９月

から弁天池にカモ類が徐々に定着し，１月にその数が最も多くなったからである（図２）１

月には弁天池でマガモ32.0個体，カルガモ53.3個体，コガモ62.0個体，ホシハジロ0.6個体

の計147.9個体のカモ類を観察した．これらカモ類の個体数は，１月の総個体数（233.6個

体）の63.3％を占めた．２月には前述したように池の凍結にともないコガモを除くマガモ，

カルガモ，ホシハジロが観察されなくなったため総個体数は減少した．

カモ類を除く個体数は，１０～１月までは80個体前後で安定していたが，９月と２月は少なかっ

た(図２)．９月にはカモ類を除くと26種39.0個体が観察され，２月の24種52.8個体より少なかっ

た．表２に,カモ類を除き個体数の最も多いものから順に第４位までの種名を月別に記した.季節

的にアトリ(12月，１月),カワラヒワ(10月),カシラダカ（１月)が上位4種の中に加わることがあ

るが,いずれの月もスズメ，ハシボソガラス，ヒヨドリ，シジュウカラの個体数が多かった（表２)．
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・
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表３．穣諏前期と欄郵期における鳥顛相と個体数の比較．

Table３．Acomparisonofavifaunaandthenumberofbirdsrecordedduringthepre-snowyperiod
（22Decemberl996to28Januaryl997)andduringthesnowyperiod(1-25Februaryl997)．
CensuseswerecaITiedout8timesduIingthepre-sI10wyperiodand6timesduringthesnowy
period,atJoetsuUniversi岬ofEducation．
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4.械雪前後の極数，個体数の比較

積雪前期には37種が観察されたが，械雪期にはカイツブリ，マガモ，カルガモ，ホシハジ

ロ，カワセミ，ミソサザイ，ジョウビタキ，キクイタダキ，メジロ，ホオジロ，カシラダカ，

アオジ，アトリの13種が観察されなかったため，２４種に減った（表３）．械雪期に観察され

なくなった13種のうちホシハジロ，ミソサザイとキクイタダキは，それぞれ１月１４日，１２
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月２２日と１月２８日に１回しか観察されなかったので通過種である．残り１０種は１０月から

継続的に観察されながら，積雪期にだけ消失した．逆に積雪期だけ出現した種は，1997年の

調査では一種もいなかった（表３）．積雪前期は個体数の多いカモ類の優占度が高いが，カ

モ類を除くと上位４種はアトリ，スズメ，シジュウカラ，カシラダカの順で１月の優占種と同

じであった（表２）．種雪期の上位４種はスズメ，シジュウカラ，ハシボソガラス，ヤマガ

ラの順だった．

禰雪前期，櫛雪期とも出現した24種の鳥類の出現率の平均±標準誤差は，積雪前期に

81.2±4.4％で，概雪期の68.0±5.5％に比べ有意に高かった（Wilcoxonの符号化順位検定

Z造-3.42,Ｐ〈0.001)．２４種のうち，積雪前期・積雪期とも出現率が100％だった種は，ハク

セキレイ，ヒヨドリ，ヒガラ，ヤマガラ，シジュウカラ，スズメ，ハシボソガラスの７種だけ

だった（表３)．槙雪前期，椴雪期とも出現した24種のうち，積雪期に個体数が有意に減少

した種は，コガモとおもに地上で採食するキジバト，ハクセキレイ，モズ，ツグミ，ムクド

リの６種で（いずれの種もＰ〈0.05,MannWhitneyのＵ検定)，残り１８種の個体数は両期

で有意な差は認められなかった．

考察

９～２月の非繁殖期に上越教育大学構内で観察された鳥類の種数は，２８科67種であった．

種数および個体数の季節変化，積雪前後の種組成と各種鳥類の個体数の比較から，確認でき

た67種は，繁殖期から出現していた夏鳥（１種)，降雪前に調査地から消失する種（５種)，

柚雪期にのみ消失する極（10種)，椴雪期に個体数が減少する種（６種)，積雪に関係なく安

定した個体数を維持する種（18樋)，通過種（27種）の６タイプに分類することができる．

コサギ，チョウゲンボウ，キセキレイ，カワラヒワ，ウグイスの５種は，９月から観察され

たが，降雪前の１２月までにいずれの種もすでに調査地から姿を消したので，夏鳥と同様，消

失は雪による直接的な影響とは考えられない．カワラヒワとウグイスは，雪解け後の３月に

は再び調査地で確認されているので（大鵬・中村1996)，積雪とは関係なく季節的に移動す

る種といえる．上越地方では，キセキレイとコサギは留鳥，チョウゲンボウは冬鳥とされて

いる（上越鳥の会1994)．キセキレイとコサギは，１２月以降調査地では観察されなかったが，

積雪期でも上越市の比較的雪の少ない平野部で観察されていることから（山本私信)，局地

的な移動をしている可能性がある．チョウゲンボウは前回の調査（大庶・中村1996）と今

回の調査から当調査地では７～１１月まで継続的に観察されたので，冬鳥というより夏から

秋にかけて一時的に定着する種と考えられる．

積雪期に消失する種にはカイツブリ，マガモ，カルガモ，カワセミ，ジョウビタキ，メ

ジロ，ホオジロ，カシラダカ，アオジ，アトリの10種がいた．弁天池を主な生息場所とす

るカイツブリ，カモ類，カワセミは，池の凍結にともない観察されなかったが，いずれの

種も水面が凍結しない３月には再び弁天池に出現するので（大鷹・中村1996)，消失は雪

というより凍結に影響されているものと考えられる．スズメ目鳥類ではメジロ以外は地上
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で採食する種が多く，消失は積雪により地表で採食することができなくなるためと考えら

れる．金子（1981）は，新潟県三島郡越路町の五十鈴川流域の低山帯における鳥類群集の

季節的変動を調査し，最深積雪240ｃｍの２月には，今回の調査と同様ホオジロ属鳥類とア

トリの個体数の著しい減少を報告している．1997年度の調査で，械雪期に個体数が減少し

たのはコガモ，キジバト，ハクセキレイ，モズ，ツグミ，ムクドリの６種だった．コガモ

以外はいずれも地上を主な採食場所とする種で，個体数の減少は槙雪によるものと考えら

れる．

降雪前や欄雪期に姿を消す種，積雪期に個体数が減少する極がある一方，おもに樹上で採

食するキツツキ類やカラ類，雑食性のスズメやカラス類など18種の鳥類は，積雪前期・積

雪期とも安定した個体数と出現率を維持した．調査地内で識別したヒヨドリ（石塚1994)，

シジュウカラ（進藤1996)，ヤマガラ（窪田1996）は，非繁殖期を通して強い定住性を示

し，安定した個体数を維持していたので，これらの種は積雪の影響をほとんど受けていない

と考えられる．しかし，今回の調査でシジュウカラは降雪直後に未識別の個体が一時的に多

数捕穫された．これらの個体は，その後定住しなかったことから，より雪深い山地から移動

した個体と考えられる．シジュウカラは冬期になると幹や地上で採食することが多くなる

(中村1967)．そのため積雪量の多い北海道の森林では冬期に個体数が減少することを松岡

(1971）や石城ほか（1973）が報告している．また，中村（1967）は長野県において降雪直

後にシジュウカラの個体数が一時的に増加することを観察し，シジュウカラは同属のヒガラ，

ヤマガラ，コガラに比べ個体数の増減に対して積雪の影響が著しいことを報告している．エ

ナガは毎月観察されたが，識別個体の観察から非繁殖期を通して同一の群れが滞在していな

いことがわかっている（木村1996)．しかしながら，低い定住性は雪の直接的な影響による

ものかどうかは不明瞭である．

６８種中27種は調査地に一時的に出現する通過穂だった．これらは出現が不規則なので雪

による影響とは一概にいえないが，フクロウ，オシドリ，キクイタダキ，イソヒヨドリは積

雪期の２月に観察されていることから，本来の生息地が雪におおわれたため，一時的に調査

地に出現した可能性がある．

以上のように地表といった雪の影響を最も受けやすい場所を主な採食場所とする鳥類に対

して，槻雪は生息地の移動や個体数の減少といった影響を与える一方，キツツキ類やカラ類

などの樹上採食者やカラスやスズメといった人間生活に深く関わる鳥には雪は強い影響を与

えていない．穣雪期に消失した種や個体数を減らした極は，池の氷や地表の雪が溶ける３月

には再び観察される（大鷹・中村1996)．これらの種では同一個体が禎雪や凍結により一時

的に調査地を離れ，融雪後に再び定着するのだろうか．あるいは，融雪後には異なる個体が

定着するのだろうか．今回の調査では，消失した鳥類の標識が十分ではなかった．積雪が鳥

顛群集に与える影響を詳細に調べるためには，たんに種数や個体数の変動を調べるだけでな

く，識別個体の一年を通した追跡が必要になろう．
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要約

多雪地域において祇雪が鳥類群集に与える影響を研究するため，1992～1997年の非繁殖期（９

～２月）に上越教育大学榊内においてラインセンサス法，定点観察法とかすみ網による捕獲法をも

ちいて鳥類相と各樋鳥類の個体数を調べた．調査地内で28科67種の鳥類を確認し，３０種489個体

を標識した．鳥類相の季節変化および積雪前後の種組成と各種鳥類の個体数の比較から，確認でき

た67種は，繁殖期から出現していた夏鳥（１種)，降雪前の１２月までに調査地から消失する種（５

種)，禎雪期にのみ消失する極（10種)，穣雪期に個体数が減少する棚（６樋)，械雪に関係なく安

定した個体数を維持する樋（18種)，通過種（27種）の６タイプに分類できた．池を生活場所とす

るカモ類，地表を主な採食場所とするツグミ類，ホオジロ類などの鳥類に対して，水面の凍結や地

表の槙雪は調査地からの消失や個体数の減少といった影響を与える一方，キツツキ類やカラ類など

の樹上採食種やカラスやスズメといった人間生活に深く関わる鳥は柵雪前期，械雪期とも安定した

個体数と出現率を維持した．
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AvifaunaonthecampusofJoetsuUniversityofEducationduringthenon-breeding

season

-Effectofsnowoｎｂｉｒｄｃｏｍｍｕｎｉｔｙｉｎａｎａｒｅａｏｆｈｅａｖｙｓnowfall-

ToruOka念＆MasahikoNakamura

LabomtoIyofAnimalEcology,DepartmentofBiology,JoetsuUnivemsiUofEducation，

１Yamayashiki-machi,Joetsu-shi,Niigata943-8512,Japan

TheJoetsuregionisfamousasanareaofheavysnowfalLInthisreglon,snowliesonthe

groundl-3mdeephomJanuaryto氏bruaryeveryyear､Todeterminetheeffectofsnowonbird

community,avifaunaandthenumberofbirdsonthecampusofJoetsuUniversityofEducation

werestudiedbylinecensuses,Exed-pointobservationsandmistnetcapturesbetweenSeptember
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and氏bruaryinl9921997､Atotalof67speciesof28familieswererecordedand489birdsof30

specieswerebanded・Basedontheseasonalchangeintheavifaunaandacomparlsonofthe

numberofspeciesandindividualsbetweenthepresnowyperiodmm22December,１９９６to28

JanuaIy,1997andthesnowyperiodofl-25氏bnlaIy,1997,thesespecieswe唾Class過edintosix

groupsasfbllows:(1)onesummervisitor(H1〃"”“/”),(2)nvespecies(EIg預ｇ”gzz痕g伽，

Ｒｚ此0〃””c"ﾉ妬,ＭりmcjIAzc伽e"α,α”姉"”9,Ｑｚ７”eﾉﾒss加允α)thatdisappearedmmthe

studyareabyDecember,（３）１０species（nzcﾙy6aが脚ｓ”7CO"js,Ａ"ａｓカノα"伽"cjIos,Ａ・

加ec"0戒y"cﾉｾα,Ａﾉced0a鋤ｉｓ,Ｆﾙ0”c脚祁“”〃婚,Ｚひs彪？”s”0”cα,Ｅ"Z6e減zzzcjOjdEs,Ｅ

“t”,且妙ｏｄｂｃ妙加kz,碗"g"Iz加0”流"gjI")thatdisappearedduringthesnowyperiod,(4)

sIxspecies(A､ｃ""α,Ｓ#””e地０河e加如ﾉﾒs,Ｍα"α,“”zds”c”〃α“,”が蛎加α"”α"”，

S如加ZUsc伽emce恋)thatdecreasedinnumberduringthesnowyperiod,(5)１８speciesthat

remainedregardlessofsnowfall,and(6)２７tmnsientspecies､Thespecieswhichfbrageinthe

watersuchaswaterfOwlorontheground,suchasthrushesandbuntings,disappearedor

decreasedinnumberduringthesnowyperiodbecausetheirfbragingareaswerehPozenor

coveredwithdeepsnow・InconhPast,thenumbelRsofwoodpeckers,titmice,ｓｐａ１Ｔｏｗｓａｎｄｃｒｏｗｓ

ｗｅｒｅｎｏｔａｆｆｅｃｔｅｄｂｙｓｎｏｗ．′Iheiroccurrencerateswerestablebefbreandduringthesnowy

period．

Ｋ２y〃0'rﾒｓｆα"油”α,"妙s"0伽"蝿勿",〃〃69γqf6j鈍な,s"0〃

☆Presentaddress:IrabuHighSchool,１０７９１Maezatozoe,Irabu-cho,Miyako-gun,Okinawa９０６
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